
JP 4968738 B2 2012.7.4

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
上端を開口した有底筒状の容器本体Ａと、容器本体Ａの上端に周囲を液密に嵌合させて嵌
着するとともに、飲み口33を備えた頂板32で容器本体Ａの上端開口を閉塞する閉塞部材Ｂ
と、頂板32上に起伏形態の回動が可能に枢着され、シール突部52を嵌合させて飲み口33を
液密にシールした蓋板50とを備え、蓋板50先端部より起立した支持板54を介して、閉塞部
材周壁30の上面及び外面上端部に嵌着させた断面逆Ｌ字状の係合部55を延設し、支持板54
後方に揺動可能に起立した揺動板60の両側上端に、揺動板60の傾倒により閉塞部材周壁30
上端部を摺動上昇させて係合部55の係合を解除する摺動突起61を突設したことを特徴とす
る飲料容器。
【請求項２】
頂板32に外気導入孔34を穿設するとともに、外気導入孔34を液密に閉塞するシール突起53
を蓋板50裏面に突設した請求項１記載の飲料容器。
【請求項３】
前記容器本体Ａを、外層材A1内に密閉された空間ｓを介して内層材A2を嵌着固定して構成
した請求項１又は請求項２のいずれかに記載の飲料容器。
【請求項４】
外層材A1を、外底壁12周縁部より外周壁13を起立して構成し、内層材A2を、外周壁13内周
上端部より上面に亘り嵌合させた断面逆Ｌ字状の嵌着筒部20の下面より、外周壁13と隙間
s1をあけて内周壁23を垂設し、内周壁23下端縁より外底壁12と隙間s2をあけた内底壁22を
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延設して構成した請求項３記載の飲料容器。
【請求項５】
飲み口33を開放した反転状態の蓋板50を係止する係止機構を設けた請求項１乃至請求項４
のいずれかに記載の飲料容器。
【請求項６】
閉塞部材Ｂは、容器本体Ａ内周上端部に周壁30下部を螺合させ、周壁30外周より突設した
フランジ31を容器本体Ａ上面に係合して容器本体Ａに装着し、フランジ31直下の周壁30外
周に嵌着させたＯ－リング37を容器本体周壁３上端部との間に挟持させてこの部分の液密
性を付与した請求項１乃至請求項５のいずれかに記載の飲料容器。
【請求項７】
上記係合部55が係合する閉塞部材周壁30の外面上端部に断面半円形状の係止突条35を突設
し、係合部55の垂下部55b 内面の係合突条56を乗り越え係合させる如く構成した請求項１
乃至請求項６のいずれかに記載の飲料容器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は飲料容器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　飲料容器として、カップ状の容器本体の上端開口をシート状のフタ材で閉塞し、飲み口
部を備えた蓋体を装着してなるものが提案されている。（例えば、特許文献１参照）
【０００３】
　上記飲料容器は、容器本体及び容器本体に密封接合されたフタ材を備えた密封容器と、
密封容器上に配置されたキャップとを具備し、キャップが、フタ材を破り、飲料を飲むた
めの開口を形成するための機構を備えている。該機構として、キャップが密封容器に対し
て移動することによって、キャップに設けた筒状の飲み口部が密封容器のフタ材を破り、
飲み口部から密封容器内の飲料を飲むことができる如く構成している。さらに言えば、キ
ャップが密封容器の中心軸線の周りを回転し、しかる後押し下げられることによって、キ
ャップの飲み口部が密封容器のフタ材を破る如く構成している。或いは、キャップが密封
容器に固定されており、キャップの一部が押し下げられることによってフタ材が破られて
、キャップ及びフタ材に開口部が形成されることによって飲み口部が形成される。
【特許文献１】特開２００５－１８７０８２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上記飲料容器は、構造が簡単であり飲料を比較的簡易な方法で充填することができる。
反面フタ材をシールするための設備を必要とするという製造コスト的な問題を有している
。また、消費者は飲料をこぼしたりすることなく、容易に飲料を飲む為の開口を形成でき
るという特徴を備えているが、一端開封すると飲み口部は開いたままの状態となるため、
使い捨ての簡易容器としてしか使用できないという不便もある。
【０００５】
　本発明は上記した点に鑑みてなされたもので、フタ材をシールするための設備の必要も
なく、また、機構的には飲み口の気密な閉塞と開放とを簡単な操作で行え、飲み易く、構
造も簡単であり、取り扱いも便利な飲料容器を提案する。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　第１の手段として以下の通り構成した。即ち、上端を開口した有底筒状の容器本体Ａと
、容器本体Ａの上端に周囲を液密に嵌合させて嵌着するとともに、飲み口33を備えた頂板
32で容器本体Ａの上端開口を閉塞する閉塞部材Ｂと、頂板32上に起伏形態の回動が可能に
枢着され、シール突部52を嵌合させて飲み口33を液密にシールした蓋板50とを備え、蓋板
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50先端部より起立した支持板54を介して、閉塞部材周壁30の上面及び外面上端部に嵌着さ
せた断面逆Ｌ字状の係合部55を延設し、支持板54後方に揺動可能に起立した揺動板60の両
側上端に、揺動板60の傾倒により閉塞部材周壁30上端部を摺動上昇させて係合部55の係合
を解除する摺動突起61を突設したことを特徴とする。
【０００７】
　第２の手段として、以下の通り構成した。即ち、前記第１の手段に於いて、頂板32に外
気導入孔34を穿設するとともに、外気導入孔34を液密に閉塞するシール突起53を蓋板50裏
面に突設した。
【０００８】
　第３の手段として、以下の通り構成した。即ち、前記第１の手段又は第２の手段のいず
れかの手段に於いて、前記容器本体Ａを、外層材A1内に密閉された空間ｓを介して内層材
A2を嵌着固定して構成した。
【０００９】
　第４の手段として以下の通り構成した。即ち、前記第３の手段に於いて、外層材A1を、
外底壁12周縁部より外周壁13を起立して構成し、内層材A2を、外周壁13内周上端部より上
面に亘り嵌合させた断面逆Ｌ字状の嵌着筒部20の下面より、外周壁13と隙間s1をあけて内
周壁23を垂設し、内周壁23下端縁より外底壁12と隙間s2をあけた内底壁22を延設して構成
した。
【００１０】
　第５の手段として、以下の通り構成した。即ち、前記第１の手段乃至第４の手段のいず
れかの手段に於いて、飲み口33を開放した反転状態の蓋板50を係止する係止機構を設けた
。
【００１１】
　第６の手段として、以下の通り構成した。即ち、前記第１の手段乃至第５の手段のいず
れかの手段に於いて、閉塞部材Ｂは、容器本体Ａ内周上端部に周壁30下部を螺合させ、周
壁30外周より突設したフランジ31を容器本体Ａ上面に係合して容器本体Ａに装着し、フラ
ンジ31直下の周壁30外周に嵌着させたＯ－リング37を容器本体周壁３上端部との間に挟持
させてこの部分の液密性を付与した。
【００１２】
　第７の手段として、以下の通り構成した。即ち、前記第１の手段乃至第６の手段のいず
れかの手段に於いて、上記係合部55が係合する閉塞部材周壁30の外面上端部に断面半円形
状の係止突条35を突設し、係合部55の垂下部55b 内面の係合突条56を乗り越え係合させる
如く構成した。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明の飲料容器は、揺動板60と係合部55外面とを摘む形で押圧すれば簡単に係合部55
の係合を解除することができ、また、閉蓋する際には蓋板50を回動させて係合部55を閉塞
部材周壁30に嵌合させれば良いため、蓋板50開閉操作牽いては飲み口33の開閉操作が極め
て簡単に行える利点がある。しかも、閉蓋時には係合部55の確実な係合により飲み口33に
嵌合したシール突部52が密に嵌合してこの部分の液密性を確実に付与することができる。
　　　
【００１４】
　また、頂板32に外気導入孔34を穿設するとともに、外気導入孔34を液密に閉塞するシー
ル突起53を蓋板50裏面に突設した場合には、収容飲料がより飲み易くなる。
【００１５】
　前記容器本体Ａを、外層材A1内に密閉された空間ｓを介して内層材A2を嵌着固定して構
成した場合には、容器本体Ａの断熱性が増加し、保温，保冷効果をより発揮できる利点が
ある。
【００１６】
　外層材A1を、外底壁12周縁部より外周壁13を起立して構成し、内層材A2を、外周壁13内
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周上端部より上面に亘り嵌合させた断面逆Ｌ字状の嵌着筒部20の下面より、外周壁13と隙
間s1をあけて内周壁23を垂設し、内周壁23下端縁より外底壁12と隙間s2をあけた内底壁22
を延設して構成した場合には、同様に保温，保冷効果をより発揮できるとともに、組み付
け操作が容易に行えるという利点を兼ね備えている。
【００１７】
　飲み口33を開放した反転状態の蓋板50を係止する係止機構を設けた場合には、内容液を
飲む場合に蓋板50を押さえている必要がなく、より飲み易い状態を現出できる。
【００１８】
　閉塞部材Ｂは、容器本体Ａ内周上端部に周壁30下部を螺合させ、周壁30外周より突設し
たフランジ31を容器本体Ａ上面に係合して容器本体Ａに装着し、フランジ31直下の周壁30
外周に嵌着させたＯ－リング37を容器本体周壁３上端部との間に挟持させてこの部分の液
密性を付与した場合には、組み付け操作が容易であり、また、液の充填も容易に行える利
点がある。
【００１９】
　上記係合部55が係合する閉塞部材周壁30の外面上端部に断面半円形状の係止突条35を突
設し、係合部55の垂下部55b 内面の係合突条56を乗り越え係合させる如く構成した場合に
は、回動する係合部55の係合，係合解除がより円滑に行える利点がある。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２０】
　以下、本発明の実施例の形態を図面を参照して説明する。
【００２１】
　図１乃至図３は飲料容器１の一例を示すもので、該飲料容器１は、容器本体Ａ、閉塞部
材Ｂと、蓋部材Ｃとを備えている。
【００２２】
　容器本体Ａは、外層材A1内に内層材A2を、両者間に密閉された空間ｓを設けて、嵌着固
定して構成しており、底壁２周縁部より周壁３を起立した上端開口の有底筒状をなしてい
る。外層材A1は、外底壁12周縁部より外周壁13を起立して構成している。また、内層材A2
は、外周壁13の内周上端部より上面に亘たり嵌合させた断面逆Ｌ字状をなし、内面に螺条
を周設した嵌着筒部20の下面より、外周壁13と隙間s1をあけて内周壁23を垂設し、内周壁
23下端縁より外底壁12と隙間s2をあけた内底壁22を延設している。上記空間ｓは、隙間s1
と、隙間s2とで構成している。また、容器本体Ａの底部には滑り止め用のエラストマー層
24を設けている。
【００２３】
　閉塞部材Ｂは、周壁30の外周上下方向中間部より外方へフランジ31を延設し、フランジ
31下方の周壁30外周に螺条を周設し、また、周壁30内面から頂板32を延設している。頂板
32の前部には飲み口33を穿設し、その後方には外気導入孔34を穿設している。飲み口33は
内容液をそこから飲む場合に使用し、また、内溶液をそこから注出するために使用する。
また、周壁30の上端部は内方のコーナー部分を断面円弧状に形成するとともに、外面上端
部に断面半円形状の係止突条35を突設している。更に、周壁30の後部には、蓋板の係止機
構を構成する、所定幅の切欠部36を設けている。そして、周壁30下部外周を容器本体Ａの
周壁３内周上端部に螺着させ、フランジ31を容器本体Ａ上面に当接させて、容器本体Ａに
装着している。この際、フランジ31直下に嵌合させたＯ－リング37を周壁30と容器本体周
壁３の上端部との間に挟持させて、この部分の液密性を付与している。
【００２４】
　蓋部材Ｃは、閉塞部材頂板32上の中央部所定位置に突設した一対の軸受38に、蓋板50の
後部両側より突設した軸51を回動可能に嵌合させて、頂板32上を起伏形態の回動が可能に
蓋板50を枢着している。蓋板50の下面前端部には、頂板32に設けた飲み口33に液密に且つ
離脱可能に嵌合させた、シール突部52を突設しており、また、その後方所定位置には、頂
板32に設けた外気導入孔34を閉塞する、シール突起53を突設している。シール突起53は、
外気導入孔34の上端部分に凹設したドーム状凹部に嵌合する球面状をなしている。
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【００２５】
　また、蓋板50の上面先端縁より上方に支持板54を立設し、支持板54の上端縁より、その
前部の閉塞部材周壁30に係合する係合部55を延設している。支持板54は閉塞部材周壁30に
沿って円弧板状に形成されており、係合部55は、閉塞部材周壁30の上面から外面上部に亘
り係合する水平部55a と垂下部55b とからなる断面逆Ｌ字状をなす板状で、平面視円弧状
に湾曲している。水平部55a の内面には係止突条35に乗り越え係合する係合突条56を突設
している。
【００２６】
　更に、支持板54の後方には前後方向の揺動が可能に起立した揺動板60を立設し、揺動板
60の両側上端部に、揺動板60の傾倒により閉塞部材周壁30上端部を摺動上昇させて係合部
55の係合を解除する摺動突起61を突設している。揺動板60は下端部に設けた幅狭な連結部
60a により蓋板50上に一体に連結している。これにより前後方向に確実に揺動する如く構
成している。
【００２７】
　上記の如く構成した飲料容器１を使用する場合について説明する。図１の状態では、飲
み口33はシール突部52に液密に閉塞されており、また、外気導入孔34もシール突起53によ
り閉塞されており、また、閉塞部材Ｂと容器本体ＡとはＯ－リング37で液密にシールされ
ているため、倒れることがあっても液が漏出しない様に構成している。この状態から開蓋
する場合には、揺動板60と係合部55の垂下部55b とを例えば親指と人差指で摘む如く押圧
すると、摺動突起61が閉塞部材周壁30に当接し、尚も押圧すると摺動突起61が閉塞部材周
壁30上を摺動上昇し、それに伴って支持板54も上昇するため、図３に示す如く係止突条35
から係合突条56が外れて、係合部55が閉塞部材周壁30の上端部から外れ、開蓋が可能とな
る。開蓋した蓋板50は図１の二点鎖線で示す如く、閉塞部材周壁30後部の切欠部36に嵌合
して係止される。従って、その状態から飲み口33より内容液を飲んでも蓋板50が戻ること
がない様に構成している。内容物を飲んだ後には蓋板50を係止解除して前方へ回動させ、
係合部55を閉塞部材周壁30に嵌合させれば、元の状態となる。
【００２８】
　内容液を使い切った際には、閉塞部材Ｂを取り外して内容液の再充填を行うことができ
、その際、洗浄することもできる。
【図面の簡単な説明】
【００２９】
【図１】飲料容器の縦断面図である。（実施例１）
【図２】飲料容器の平面図である。（実施例１）
【図３】飲料容器の作用を説明する説明図である。（実施例１）
【符号の説明】
【００３０】
１…飲料容器
　Ａ…容器本体（ｓ…空間，s1…隙間，s2…隙間，）
　　２…底壁，３…周壁
　　A1…外層材
　　　12…外底壁，13…外周壁
　　A2…内層材
      22…内底壁，23…内周壁
　Ｂ…閉塞部材
　　30…周壁，31…フランジ，32…頂板，33…飲み口，34…外気導入孔，35…係止突条，
　　36…切欠部，37…Ｏ－リング，38…軸受
　Ｃ…蓋部材
　　50…蓋板，51…軸，52…シール突部，53…シール突起，54…支持板，55…係合部
　　55a …水平部，55b …垂下部，56…係合突条，60…揺動板，60a …連結部，
　　61…摺動突起



(6) JP 4968738 B2 2012.7.4

【図１】 【図２】

【図３】



(7) JP 4968738 B2 2012.7.4

10

フロントページの続き

(56)参考文献  登録実用新案第３１３７４０３（ＪＰ，Ｕ）　　　
              登録実用新案第３１３６１７４（ＪＰ，Ｕ）　　　
              実開昭６０－１１８６４９（ＪＰ，Ｕ）　　　
              特開平０９－００１９８１（ＪＰ，Ａ）　　　
              特表２００７－５０２７５８（ＪＰ，Ａ）　　　
              登録実用新案第３１１５１４２（ＪＰ，Ｕ）　　　
              特開２００３－０９５３０２（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００５－１０４５２７（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｂ６５Ｄ　　４７／０８　　　　
              Ｂ６５Ｄ　　４７／３２　　　　
              　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

